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宮本陽一郎
『モダンの黄昏』
いよいよ出版があと三ヶ月に迫った頃，母から
電話があり，祖父の遺品のなかに私の気に入りそ
うな絵はがきが何点かあったので送っておいた
よ，と告げられました。それは祖父が，1939年に
ニューヨークで購入したものでした。パリで生活
していた祖父が，大戦勃発とともに最後の避難船
鹿島丸で日本に帰ってきたことは知っていました
が，ニューヨークに立ち寄っていたということは，
意識にありませんでした。
私の本は，アメリカ合衆国の帝国主義文化が
1930年代に自己再編成を遂げて今日の世界秩序の
原型を作り出すまでを辿っています。1933年のア
メリカ映画『キング・コング』のクライマックス
で，黒い巨獣がエンパイア・ステート・ビルに登
っていきますが，そのときキング・コングが目に
したであろうニューヨークの風景を読み解くとい
う，ちょっと奇をてらった書き出しになっていま
す。絵はがきのなかの一枚は，1930年代末にまさ
にエンパイア・ステート・ビルの頂上から俯瞰し
たマンハッタンを捉えていました。
しかもウォール街の方向をのぞむその写真には，
（当たり前ですが）世界貿易センタービルの姿が
まだありません。ちょうどその頃執筆していた
「あとがき」のなかで，本論の完成後に起こった
「 9 月11日」のテロ事件にふれ，この本のなかで
論じたグローバルな力とそれを脅かす黒い存在の
遭遇は決して終わることなく長い長い「黄昏」を
今日まで続けているということを書いたところで
した。絵はがきの写真は，キング・コングが1933
年に見た風景と，そして「 9月11日」以降の世界
貿易センタービルのない風景に重なり合いました。
勝手なもので，十年あまりのあいだずっとこの
風景を見ながら一冊の本を書いていたような気分
になり，その場でこれを表紙に決めました。
（みやもと・よういちろう 文芸・言語学系助教授）
